
H30. ５月分工事報告 

 

作成：（公財）文化財建造物保存技術協会 阿蘇神社一の神殿ほか５棟設計監理事務所 

修理工事こぼれ話⑩ 二の神殿・三の神殿の大工彫刻（前編） 

 

神殿は、現在二の神殿と三の神殿の修理を行っています。どちらも正面の浜縁（はま

えん）とその上の木階（もっかい）と呼ばれる部分を解体し、内部・外部ともに様々な

修理を施しています。 

二の神殿は天保（てんぽう）11 年（1840）から天保 13 年（1842）、三の神殿は天保

13年（1842）から天保 14年（1843）に造られました。後者は当初からこのように呼ば

れていたわけではなく、はじめは諸神社（しょじんじゃ）と呼ばれ、別殿（べつでん）

と呼ばれていた時期もあったようです。 

前回のコラムで、神幸門と還御門の彫刻と絵様（えよう）について紹介しましたが、

二の神殿と三の神殿にも様々な箇所に様々な彫刻・絵様が彫られており、建物全体が彩

られています。ちなみに、三の神殿については、妻飾（つまかざり）の具象的な彫刻を

以前紹介したことがあります。 

二の神殿と三の神殿は、規模や形状は異なりますがどちらも同時期に同じ棟梁に建て

られた神殿であるため、似ている彫刻・絵様が彫られています。今回は、同種類の部材

に彫られた彫刻・絵様を、２つの神殿のものを比較しながら紹介します。 

 

１．今回紹介する部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二の神殿 組物周り（上）と足元周り（下） 

実肘木 
（さねひじき） 

実肘木（隅） 
（さねひじき） 

枠肘木 
（わくひじき） 

蟇股 
（かえるまた） 

虹梁型頭貫（正側面） 

（こうりょうがた 

かしらぬき） 

虹梁型頭貫（背面） 

（こうりょうがた 

かしらぬき） 

廻縁縁葛 
（まわりえん 

えんかずら） 

廻縁縁葛木鼻 
（まわりえんえん 

かずらきばな） 

足固貫 
（あしがためぬき） 

頭貫木鼻 
（かしらぬききばな） 

肘木木鼻（上段） 
（ひじききばな） 

肘木木鼻（下段） 
（ひじききばな） 
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 三の神殿妻面（左）と二の神殿妻面（右） 

肘木木鼻（上段） 
（ひじききばな） 

実肘木 
（さねひじき） 

実肘木（隅） 
（さねひじき） 

枠肘木 
（わくひじき） 

虹梁型頭貫 
（こうりょうがた 

かしらぬき） 

頭貫木鼻（正側面） 
（かしらぬききばな） 

廻縁縁葛木鼻 
（まわりえんえん 

かずらきばな） 

 
廻縁縁葛 
（まわりえん 

えんかずら） 足固貫 
（あしがためぬき） 

頭貫木鼻（背面） 
（かしらぬききばな） 

頭貫上彫刻 
（かしらぬきうえ 

ちょうこく） 

本懸魚、鰭 
（おもげぎょ、ひれ） 

降り懸魚 
（くだりげぎょ） 

 

本懸魚、鰭 
（おもげぎょ、ひれ） 

三の神殿 組物周り（上）と足元周り（下） 

肘木木鼻（下段） 
（ひじききばな） 
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２．妻面の彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二の神殿の屋根は入母屋造（いりもやづくり）、三の神殿は流造（ながれづくり）で

あり、妻面（つまめん）に懸魚があります。本懸魚は同じような形をし、同じように六

葉が設けられていますが、鰭の形が異なり、渦の数も二の神殿のほうが多くなっていま

す。また、降懸魚は三の神殿のみに設けられています。 

 

二の神殿 懸魚 

三の神殿 懸魚 
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３．組物の彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 隅の実肘木は、三の神殿では隅でない実肘木の先端を欠きとった形をしていますが、

二の神殿では全く異なる形となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肘木木鼻（上段）では、輪郭は似ていますが、渦の数は二の神殿のほうが多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

枠肘木は、二の神殿は通常良く見られる輪郭をしていますが、三の神殿は枠肘木そのも

のが彫刻となっています。 

二の神殿 肘木木鼻（上段） 三の神殿 肘木木鼻（上段） 

二の神殿 実肘木 三の神殿 実肘木 

二の神殿 実肘木（隅） 三の神殿 実肘木（隅） 

実肘木は、二の神殿のほうが彫りの深いものとなっています。 

二の神殿 枠肘木 三の神殿 枠肘木 
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 肘木木鼻（下段）は、上段のもの同様輪郭は似ていますが、渦の数は二の神殿のほう

が多く、また、渦の形も木瓜（もっこう）となっています。 

 

 

４．頭貫周りの彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 頭貫の上に乗り、組物の間にある部材は、二の神殿では蟇股であるのに対し、三の神

殿では蟇股型となっていない点が異なります。また、ともに波形であるところは類似し

ています。 

 

二の神殿 肘木木鼻（下段） 三の神殿 肘木木鼻（下段） 

二の神殿 蟇股 

三の神殿 頭貫上彫刻 
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虹梁型頭貫は、２棟合わせて３種類の絵様があります。二の神殿は、正面と側面のも

のは波形の絵様となっており、背面のものは渦と若葉を混ぜたような絵様となっていま

す。三の神殿は、全ての面で同じ絵様が使用されており、二の神殿の背面のものと同じ

系統の絵様となっています。 

二の神殿 虹梁型頭貫（正・側面） 

二の神殿 虹梁型頭貫（背面） 

三の神殿 虹梁型頭貫 
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 頭貫木鼻も、２棟合わせて３種類の形が 

あります。二の神殿ではすべての面で動物 

の顔に見えるようなものが使用されていま 

す。三の神殿では正面と側面のものは彫り 

の深いものが使用され、背面のものは先ほ 

ど紹介した肘木木鼻と同じ系統の絵様とな 

っています。 

 

 

 

５．足元の彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 足固貫にはシンプルな絵様が施されています。ともに同じ系統の絵様ですが、中央の

絵様は、二の神殿のほうが若干細かいものとなっています。 

 

二の神殿 頭貫木鼻 三の神殿 頭貫木鼻（正・側面） 

三の神殿 頭貫木鼻（背面） 

二の神殿 足固貫 

三の神殿 足固貫 
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６．廻縁の彫刻・絵様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 縁葛は、二の神殿背面や三の神殿の虹梁型頭貫と同じ系統の絵様となっています。そ

して、二の神殿のほうが複雑な絵様となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 縁葛木鼻は、ほぼ同じ絵様です。二の神殿のほうは渦のほうが大きく、木瓜型となっ

ています。 

 

 以上、二の神殿と三の神殿の彫刻・絵様の一部を見てきました。同じ種類の部材には

同じ系統の彫刻・絵様が使用されており、二の神殿のほうがより複雑であったり彫りの

深いものになっていたりする傾向にあるようです。 

 残りの彫刻・絵様は、次回以降紹介していく予定です。 

           （石田 陽是） 

二の神殿 廻縁縁葛 

三の神殿 廻縁縁葛 

二の神殿 廻縁縁葛木鼻 三の神殿 廻縁縁葛木鼻 


